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１．本資料の目的 

ＦＭ評価システムを使用して、実際の団体のインフラ（ＦＭ基盤）・建物（ファシリ

ティ）の評価値を入力・参照する方法をご説明し、実際に活用していただくことを、目

的とします。（複数建物分析に関しては、評価者マニュアル複数建物分析編を、また、

評価項目管理・データ管理に関しては、管理者マニュアル をご参照ください。） 

 

ＦＭ評価システムは、企業・団体のＦＭ活動の実態を総合的に診断評価し、問題点を切

り出すための、診断評価システムです。また、ＦＭ評価システムは、JFMA（公益社団

法人 日本ファシリティマネジメント協会）が、２０１１年９月に発行した総合ＦＭ評

価手法 JFMES 11 に準拠した評価項目体系を標準で提供しています。 

JFMES 11 は、企業・団体のＦＭの現状を、実施組織・体制（ＦＭ基盤・インフラ）の観

点と、対象ファシリティ（建物など）の品質・性能の観点との２つの角度から評価しま

す。計３３２の評価項目は、ＦＭの全領域をカバーし、ＦＭに関する種々の研究資料及

び既往の建物評価手法から抽出されたものです。さらにこれらの評価項目を小項目・中

項目・大項目・総合の４段階の階層で評価することにより、全体評価から、ディテール

の評価値まで、段階を追って分析することができるよう、配慮されています。現時点で

最も信頼性の高いＦＭ評価手法であるといえます。 

ＦＭ評価システムは、評価体系の考え方および表現手法について、JFMES 11 を継承しつ

つ、多数の管理対象ファシリティ（建物）を管轄している現実の団体で効果的に評価・

分析を進めることができるよう、Webアプリケーションとして実現したものです。 

 

この資料では、評価回答入力および評価値の参照の方法をご説明します。 

 

なお、評価値の入力は、評価者権限でログインすることにより、実行できます。 

註：権限の種類 

本システムの権限の種類は、以下の通りです。 

ビジター ： 本システムにログインして統計参照が出来る。 

評価者  ： 本システムにログインして、統計参照とともに、評価の入力ができる。 

管理者  ： 評価者権限に加えて、管理・環境設定が出来る 

権限は、ログインパスワードにより、区別されます。 

これらのパスワードも、管理者により設定・管理されます。 

１．本資料の目的 
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団体の概念 

ＦＭ評価システムは、１システムで、複数の企業・団体のＦＭ評価をサポートします。 そ

れぞれの団体は、多数の建物を管轄し、数年ごとに何回ものＦＭ診断評価を行います。 評

価項目体系も、JFMES 11 に準拠しながらも、独自の評価項目を必要とするかもしれませ

ん。 ＦＭ評価システムでは、一つの企業・団体の全ＦＭ評価を「団体」の概念でまとめ、

団体ＩＤ・パスワードで区別します。 

 

セッションの概念 

ＦＭ評価システムは、企業・団体のＦＭ評価を長期にわたってサポートします。 ＦＭ評価

は、一度行えば終わりではありません。２～３年ごとに、繰り返し行うことで、その間のＦ

Ｍ施策の効果測定を行い、次の計画につなげます。 ＦＭ評価システムでは、全建物に対す

るある時期の１回の評価をまとめたものを、セッションといいます。 

このようにセッション同士の間には、時間の経過がありますので、当然、新しい建物、追加

したい評価項目など、評価環境の変化が起こります。 ＦＭ評価システムでは、セッション

ごとに、評価項目体系・ＦＭ基盤（インフラ）・建物の登録、評価値などを、独立に維持し

ますので、こうした変化に対応できます。セッションの新設、セッション実施環境の設定に

は、管理者権限を使用します。 

 

管理者権限による主要な設定項目は、以下の通りです。 

a. セッションの新規作成・更新、複製。 

b. 団体定数・セッション定数の調整 

c. エリア（地域エリア）の登録・更新 

d. インフラ（ＦＭ基盤）の登録・更新 

e. 建物の登録・更新 

f. その他便利な機能の調整 

g. 評価項目体系の登録・更新 

h. 評価項目詳細説明ＰＤＦのアップロード 

これらを、ＦＭ評価システムに、管理者パスワードを使用してログインすることにより、実

行できます。 

 

本マニュアルでは、管理者によるセッションの設定が完了した状態で、実際に評価を実施す

る際の方法のご説明をいたします。a. ～ h.  の機能に関しては、管理者マニュアル をご参

照ください。 

２．団体の概念とセッションの概念 

２．団体の概念とセッションの概念 
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３．評価者パスワードによるログイン 

① 評価入力機能を使用するには、インターネットアクセス可能なＰＣで、ブラウザを起動

し、ＦＭ評価システムのサイトにアクセスします。 

② ログイン画面で、団体ＩＤと、評価者以上の権限のパスワードを入力し、ログインボ

タンを押します。 

③ セッション選択ページが出ます。評価対象のセッションを選択します。後、トップ

ページへ移動します。。 

３．評価者パスワードによるログイン 

④ トップページが出ます。評価入力・参照はこのページが起点になります。 
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４．ＦＭ評価の２つの評価軸 

４．ＦＭ評価の２つの評価軸 

ＦＭ評価システムは、２つの評価軸により評価を行います。２つの評価軸とは、インフ

ラ（ＦＭ基盤）評価と建物（ファシリティ）評価の２つです。 

インフラ（ＦＭ基盤）評価 

インフラ評価は、企業・団体のファシリティマネジメントの体制面に焦点を当てた評価

体系です。トップのＦＭリーダーシップの在り方、ＦＭ組織・人材、情報管理、財務な

ど、ＦＭを遂行していくうえで必要な企業・団体の体制を評価します。 

建物（ファシリティ）評価 

建物評価は、企業・団体のファシリティマネジメントの対象となっている個々の建物

（ファシリティ）に焦点を当てた評価体系です。建物の信頼性・安全性、快適性・生産

性、耐用性・保全性、環境性能、品格・社会性、など、個々の建物の性能面を評価しま

す。 

いずれの評価体系も、JFMES 11 の評価体系を標準としてセットしてありますが、企業・

団体の実情に合わせ、評価項目の追加・内容更新・削除 を行い、専用の評価体系を作

成し、評価に使用することができます。 

 

本マニュアルでは、評価体系が設定済みという前提で、評価入力の仕方をご説明いたし

ます。 
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５．評価トップページの機能 

この評価トップページが評価入力・参照の起点になるページです。 

参照・評価対象のファシリティ（建物）・FM基盤（インフラ）を選択し、個々の総合評

価値を表示することが出来ます。 

また、評価項目ツリー下位の評価項目の参照・評価の実施は、中段の「インフラ評価参

照・入力」ボタン、「建物評価参照・入力」ボタンをクリックすることで、それぞれの

ページに移行します。 

また、上部には 複数建物統計 および サイト説明ページ に行くメニューがありま

す。 

 

最初は、管理者によりデフォルトで指定されている建物が表示されます。以下のサンプ

ルでは、建物として“２号館設計棟” とそれに関連するインフラ評価である ”FM基盤

評価オフィス系” が選択され、それらの総合評価値を表すレーダーチャート と FMポ

ジションチャートが表示され、総合評価コメントが表示されています。 

５．評価トップページの機能 
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特定の建物を指定してその総合評価値を表示します。 

建物の選択ドロップダウンリストを展開すると、登録されているすべての建物を閲覧で

きます。その中から、参照・評価したい建物を選択します。 

以下のサンプルでは、“神戸三宮店” を選択したケースです。関連するインフラ評価で

ある ”FM基盤評価店舗系” が自動選択され、それらの総合評価値を表すレーダー

チャート と FMポジションチャートが表示され、総合評価コメントが表示されていま

す。ここで選択した建物と、インフラが、これ以降のページの評価・参照の対象となり

ます。 

５．１ トップページ建物選択と総合評価値表示機能 

５．１．トップページ建物選択と総合評価値表示機能 
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右側が選択したファシリティ（建物）のレーダーチャートで、左側が、その建物が関連

するインフラ（ＦＭ基盤）のレーダーチャート、です。 

 

レーダーチャートの軸目盛は５段階評価値を表しており、通常、１= 低 ～５= 高  と

なっています。また、３ が標準値であり、標準値の水準をブルーの太線で表示してあり

ます。各要素項目の評価値は、赤い細線で囲まれたグリーンのポイントマークにより示

され、内部が黄緑に塗られています。 

 

レーダーの円周上の表示項目は、評価を構成する要素項目です。インフラ・建物とも

に、最上位の総合評価項目は、傘下の５つの大項目の評価により構成されています。 

評価平均値は、傘下の評価項目の重み付き平均値です。（重みは評価項目管理で設定さ

れています。） 

 

視覚的に、グリーンの部分が大きいほど、評価が高いと言えます。 

また、標準値を下回っている評価項目は、改善の必要性が高いということができます。 

５．２ トップページ グラフの説明 

下部左側は、ＦＭポジションチャートです。 

横軸にＦＭ基盤（インフラ）評価の評価平均値をとり、縦軸に建物ファシリティ評価の

評価平均値をとって、評価値をブルーの大きめのポイントで表示しました。グリーンの

背景色の濃い右上よりの方が総合評価が高く、白い左下が総合評価が低いを言うことが

できます。 

グラフの右側に、ポイント位置に基づいた総合評価コメントを表示しています。 

５．２．トップページ グラフの説明 



 

10 

Copyright© 2012 Alpha Associate Inc. All Right Reserved 

トップページに表示しているグラフをＰＤＦまたはExcelとして、出力することができま

す。 

５．３ トップページ グラフのPdf,Excelの出力 

① 右下の、「グラフのPdf,Excelの出力」ボタンをクリックします。 

② 出力ページが表示されます。 

 右上のExportアイコンをクリックし、出力形式をExcel, PDF, Word の中から選択し

ます。 

 Excel を選択すると以下のように動作します。 

５．３．トップページ グラフのPdf,Excelの出力 
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③ Excel を選択した場合、ファイルを開くか保存するかを聞いてきますので、Excel 

がＰＣにインストールされている場合は、ファイルを開く を選択します。（イン

ストールされていない場合は保存するを選び、任意のフォルダーに保存し、インス

トールされているＰＣにコピーして参照します。） 

④ Excel が起動して、ダウンロードしたファイルを表示します。以下、普通にExcel 

を操作して、印刷することもできますし、名前を付けて保存することもできます。

加工することも可能です。 

５．３．トップページ グラフのPdf,Excelの出力 
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⑤ PDF を選択した場合も同様に、ファイルを開くか保存するかを聞いてきますので、

Adobe Reader がＰＣにインストールされている場合は、ファイルを開く を選択し

ます。（インストールされていない場合は保存するを選び、任意のフォルダーに保

存し、インストールされているＰＣにコピーして参照します。） 

⑥ Adobe Reader が起動して、ダウンロードしたファイルを表示します。以下、普通に

Adobe Reader を操作して、印刷することもできますし、名前を付けて保存すること

もできます。 

５．３．トップページ グラフのPdf,Excelの出力 
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⑦ Word を選択した場合も同様に、ファイルを開くか保存するかを聞いてきますので、

Word がＰＣにインストールされている場合は、ファイルを開く を選択します。

（インストールされていない場合は保存するを選び、任意のフォルダーに保存し、

インストールされているＰＣにコピーして参照します。） 

⑧ Word が起動して、ダウンロードしたファイルを表示します。以下、普通にWord を

操作して、印刷することもできますし、名前を付けて保存することもできます。加

工することも可能です。 

５．３．トップページ グラフのPdf,Excelの出力 
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⑨ 出力が終わったら、右上の元のページへボタンをクリックします。 

 トップページに戻ります。 

 以降、ご説明する他のページでも、出力を行うときの操作方法は同じです。 

５．３．トップページ グラフのPdf,Excelの出力 
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６．インフラ（ＦＭ基盤）評価の入力と参照 

① トップページで、評価対象のインフラが選択されていることを確認した後、「インフ

ラ評価参照・入力」ボタンをクリックします。 

６．１ インフラ評価参照・入力ページの表示 

インフラ評価参照・入力ページの表示は、以下の手順で表示します。 

６．１ インフラ評価参照・入力ページの表示 

② インフラ評価項目の評価入力・更新ページが表示されます。 

 左側のベインに評価項目体系がツリー構造で表示されています。個々の評価項目を

クリックすることで、選択することができます。右側のベインは、選択された評価

項目の内容をグラフ表示するとともに、選択されたのが末端の回答入力項目の場合

は、回答入力をすることができる画面です。デフォルトではトップのインフラ評価

総合項目（集計項目）が表示されています。 

インフラ評価は、企業・団体のファシリティマネジメントの体制面に焦点を当てた評価

体系です。JFMES11では、１６０の末端評価項目があり、かつ、小項目・中項目・大項

目・総合の４階層に集計される評価項目体系として構成されています。 

評価の回答入力は末端評価項目に対し行います。 

ここでは、インフラ評価項目の評価回答入力と参照の仕方をご説明します。 
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６．２ インフラ回答入力項目と集計項目、ツリー構造のルール 

評価項目には、ツリー構造末端の、直接評価値を入力する回答入力項目と、傘下の評価項

目の集計値を保持する集計項目の２種類があります。左側ベインの評価項目ツリーの末端

で、黒い■がついている項目が回答入力項目です。回答入力項目以外の項目が集計項目で

す。項目ツリー構造には、以下のルールがあります。 

評価項目ツリールール 

1. 全ての回答入力項目は必ずツリー構造の末端である必要があり、かつ、いずれかの集

計項目の傘下につく必要があります。 

2. インフラ総合項目以外のすべての集計項目も、いずれかの他の集計項目の傘下につく

必要があります。 

その結果、評価項目の全体は、インフラ総合項目を頂点とし、回答入力項目を末端とした

ツリー構造となります。 

特に、JFMES11型の評価項目体系の場合は、３つ目のルールがあります。 

3. 回答入力項目はすべて、インフラ評価総合項目を０段目として数えて、４段目の階層

に位置する必要があります。 

６．２ インフラ回答入力項目と集計項目、ツリー構造のルール 

下の図は、集計項目の一つ「リーダーシップ」を選択表示したところです。右側ベインに

は、選択した項目の傘下にある評価項目の値がレーダーチャート表示され、その重み付き

平均値が表示されています。この評価平均値がリーダーシップ項目の評価値となります。

このように、左側の項目ツリーを選択することで、任意の集計項目のレーダーチャートを

表示し、その内訳を表示することができます。 

６．３ インフラ集計項目の表示 

６．３ インフラ集計項目の表示 
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下の図は、末端の回答入力項目の１段上の集計項目の一つ「ＦＭ業務サイクル（ＰＤＣ

Ａ）への取組」を選択表示したところです。右側ベインには、上部に、傘下の回答入力項

目がリストされ、その評価選択肢のドロップダウンリストが表示されます。下部には、選

択した項目の傘下にある評価項目の値がレーダーチャート表示され、その重み付き平均値

が表示されています。このように、入力項目の１段上の集計項目を選択すると、傘下の回

答入力項目の評価を一度に実行することができます。 

６．４ インフラ 末端の回答入力項目の１段上の集計項目の表示 

６．４ インフラ 末端の回答入力項目の１段上の集計項目の表示 

註：まだ一度も評価回答したことがない回答入力項目は、ツリー表示上、項目名の先頭に

★印が表示されます。また、入力欄にも未回答という文字が表示されます。 
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下の図は、末端の回答入力項目の一つ「ＦＭ戦略におけるＰＤＣＡの実践」を選択表示し

たところです。右側ベインには、上部に、選択した回答入力項目が表示され、その評価選

択肢のドロップダウンリストが表示されます。下部には、選択肢の内容がグレード１から

グレード５まで、表示されています。このように、入力項目そのものを選択すると、選択

した回答入力項目の評価のみを行うことができます。特に、選択肢の内容が長文になる場

合は、この画面を利用すれば、各グレードの内容をよく把握して評価選択することができ

ます。 

６．５ インフラ 末端の回答入力項目の表示 

６．５ インフラ 末端の回答入力項目の表示 
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末端の回答入力項目、または、その一つ上位の集計項目を表示した時、その項目に該当す

る詳細説明用ＰＤＦがアップロードされている場合は、以下のように、青字で項目詳細リ

ンクが表示されるます。このリンクをクリックすると、別ページで該当の詳細説明用ＰＤ

Ｆが表示されます。これを参照することにより、正確な評価を行うことができます。 

６．６ インフラ 項目詳細の表示 

６．６ インフラ 項目詳細の表示 

拡大・縮小して表示

でき、印刷すること

もできます。 

上記ページとは別の

タグとして表示され

るので、上部のタグ

で切り替えながら参

照することができま

す。 
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６．７ インフラ 末端の１段上の集計項目表示画面による評価入力実行 

６．７ インフラ 末端の１段上の集計項目表示画面による評価入力実行 

入力項目の１段上の集計項目を選択すると、傘下の回答入力項目の評価を一度に実行する

ことができます。以下にその仕方をご説明します。 

① 左側のベインで評価入力をしたい入力項目の一つ上の集計項目を選択します。 

② 右側の入力項目のリストの該当する項目の回答選択肢ドロップダウンリストをド

ロップダウンし、該当する評価値を選択します。 

 これを、表示されているすべての入力項目について、行います。 

③ 「評価値を登録する」ボタンをクリックすると、新しい評価値が登録され、その旨

のメッセージが表示され、下部のレーダーチャートが更新されます。結果はリアル

タイムで、インフラ総合評価まで一気に反映されます。 

このように、評価入力の実行

は、評価項目の内容を理解

し、評価対象の実態がわかっ

ていれば、ごく簡単な操作で

実行できます。 
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６．８ インフラ 末端の回答入力項目表示画面による評価入力実行 

６．８ インフラ 末端の回答入力項目表示画面による評価入力実行 

入力項目そのものを選択すると、選択した回答入力項目の評価のみを行うことができま

す。特に、選択肢の内容が長文になる場合は、この画面を利用すれば、各グレードの内容

をよく把握して評価選択することができます。以下にその仕方をご説明します。 

① 左側のベインで評価入力をしたい入力項目の一つ上の集計項目を選択します。 

② 右側の入力項目の回答選択肢ドロップダウンリストをドロップダウンし、該当する

評価値を選択します。 

③ 「評価値を登録する」ボタンをクリックすると、新しい評価値が登録され、その旨

のメッセージが表示されます。結果はリアルタイムで、インフラ総合評価まで一気

に反映されます。 

このように、評価入力の実行

は、評価項目の内容を理解

し、評価対象の実態がわかっ

ていれば、ごく簡単な操作で

実行できます。 
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７．建物（ファシリティ）評価の入力と参照 

① トップページで、評価対象の建物が選択されていることを確認した後、「建物評価参

照・入力」ボタンをクリックします。 

７．１ 建物評価参照・入力ページの表示 

建物評価参照・入力ページの表示は、以下の手順で表示します。 

７．１ 建物評価参照・入力ページの表示 

② 建物評価項目の評価入力・更新ページが表示されます。 

 左側のベインに評価項目体系がツリー構造で表示されています。個々の評価項目を

クリックすることで、選択することができます。右側のベインは、選択された評価

項目の内容をグラフ表示するとともに、選択されたのが末端の回答入力項目の場合

は、回答入力をすることができる画面です。デフォルトではトップのファシリティ

評価総合項目（集計項目）が表示されています。 

建物評価は、企業・団体のファシリティマネジメントの対象となっている個々の建物

（ファシリティ）に焦点を当てた評価体系です。建物の信頼性・安全性、快適性・生産

性、耐用性・保全性、環境性能、品格・社会性、など、個々の建物の性能面を評価しま

す。JFMES11では、１６０の末端評価項目があり、かつ、小項目・中項目・大項目・総合

の４階層に集計される評価項目体系として構成されています。評価の回答入力は末端評

価項目に対し行います。建物評価項目の評価回答入力と参照の仕方をご説明します。

（インフラの場合とほとんど同じです。） 
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７．２ 建物回答入力項目と集計項目、ツリー構造のルール 

評価項目には、ツリー構造末端の、直接評価値を入力する回答入力項目と、傘下の評価項

目の集計値を保持する集計項目の２種類があります。左側ベインの評価項目ツリーの末端

で、黒い■がついている項目が回答入力項目です。回答入力項目以外の項目が集計項目で

す。項目ツリー構造には、以下のルールがあります。 

評価項目ツリールール 

1. 全ての回答入力項目は必ずツリー構造の末端である必要があり、かつ、いずれかの集

計項目の傘下につく必要があります。 

2. ファシリティ評価総合項目以外のすべての集計項目も、いずれかの他の集計項目の傘

下につく必要があります。 

その結果、評価項目の全体は、ファシリティ評価総合項目を頂点とし、回答入力項目を末

端としたツリー構造となります。 

特に、JFMES11型の評価項目体系の場合は、３つ目のルールがあります。 

3. 回答入力項目はすべて、ファシリティ評価総合項目を０段目として数えて、４段目の

階層に位置する必要があります。 

７．２ 建物回答入力項目と集計項目、ツリー構造のルール 

下の図は、集計項目の一つ「信頼性・安全性」を選択表示したところです。右側ベインに

は、選択した項目の傘下にある評価項目の値がレーダーチャート表示され、その重み付き

平均値が表示されています。この評価平均値が「信頼性・安全性」項目の評価値となりま

す。このように、左側の項目ツリーを選択することで、任意の集計項目のレーダーチャー

トを表示し、その内訳を把握することができます。 

７．３ 建物集計項目の表示 

７．３ 建物集計項目の表示 



 

24 

Copyright© 2012 Alpha Associate Inc. All Right Reserved 

下の図は、末端の回答入力項目の１段上の集計項目の一つ「耐震安全性」を選択表示した

ところです。右側ベインには、上部に、傘下の回答入力項目がリストされ、その評価選択

肢のドロップダウンリストが表示されます。下部には、選択した項目の傘下にある評価項

目の値がレーダーチャート表示され、その重み付き平均値が表示されています。このよう

に、入力項目の１段上の集計項目を選択すると、傘下の回答入力項目の評価を一度に実行

することができます。 

７．４ 建物 末端の回答入力項目の１段上の集計項目の表示 

７．４ 建物 末端の回答入力項目の１段上の集計項目の表示 

註：まだ一度も評価回答したことがない回答入力項目は、ツリー表示上、項目名の先頭に

★印が表示されます。また、入力欄にも未回答という文字が表示されます。 
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下の図は、末端の回答入力項目の一つ「構造体の耐震安全性」を選択表示したところで

す。右側ベインには、上部に、選択した回答入力項目が表示され、その評価選択肢のド

ロップダウンリストが表示されます。下部には、選択肢の内容がグレード１からグレード

５まで、表示されています。このように、入力項目そのものを選択すると、選択した回答

入力項目の評価のみを行うことができます。特に、選択肢の内容が長文になる場合は、こ

の画面を利用すれば、各グレードの内容をよく把握して評価選択することができます。 

７．５ 建物 末端の回答入力項目の表示 

７．５ 建物 末端の回答入力項目の表示 
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末端の回答入力項目、または、その一つ上位の集計項目を表示した時、その項目に該当す

る詳細説明用ＰＤＦがアップロードされている場合は、以下のように、青字で項目詳細リ

ンクが表示されるます。このリンクをクリックすると、別ページで該当の詳細説明用ＰＤ

Ｆが表示されます。これを参照することにより、正確な評価を行うことができます。 

７．６ 建物 項目詳細の表示 

７．６ 建物 項目詳細の表示 

拡大・縮小して表示

でき、印刷すること

もできます。 

上記ページとは別の

タグとして表示され

るので、上部のタグ

で切り替えながら参

照することができま

す。 



 

27 

Copyright© 2012 Alpha Associate Inc. All Right Reserved 

７．７ 建物 末端の１段上の集計項目表示画面による評価入力実行 

７．７ 建物 末端の１段上の集計項目表示画面による評価入力実行 

入力項目の１段上の集計項目を選択すると、傘下の回答入力項目の評価を一度に実行する

ことができます。以下にその仕方をご説明します。 

① 左側のベインで評価入力をしたい入力項目の一つ上の集計項目を選択します。 

② 右側の入力項目のリストの該当する項目の回答選択肢ドロップダウンリストをド

ロップダウンし、該当する評価値を選択します。 

 これを、表示されているすべての入力項目について、行います。 

③ 「評価値を登録する」ボタンをクリックすると、新しい評価値が登録され、その旨

のメッセージが表示され、下部のレーダーチャートが更新されます。結果はリアル

タイムで、ファシリティ評価総合評価まで一気に反映されます。 

このように、評価入力の実行

は、評価項目の内容を理解

し、評価対象の実態がわかっ

ていれば、ごく簡単な操作で

実行できます。 
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７．８ 建物 末端の回答入力項目表示画面による評価入力実行 

７．８ 建物 末端の回答入力項目表示画面による評価入力実行 

入力項目そのものを選択すると、選択した回答入力項目の評価のみを行うことができま

す。特に、選択肢の内容が長文になる場合は、この画面を利用すれば、各グレードの内容

をよく把握して評価選択することができます。以下にその仕方をご説明します。 

① 左側のベインで評価入力をしたい入力項目の一つ上の集計項目を選択します。 

② 右側の入力項目の回答選択肢ドロップダウンリストをドロップダウンし、該当する

評価値を選択します。 

③ 「評価値を登録する」ボタンをクリックすると、新しい評価値が登録され、その旨

のメッセージが表示されます。結果はリアルタイムで、ファシリティ評価総合評価

まで一気に反映されます。 

このように、評価入力の実行

は、評価項目の内容を理解

し、評価対象の実態がわかっ

ていれば、ごく簡単な操作で

実行できます。 
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８．評価項目ツリーの操作 

８．１ 評価項目ツリーの概要 

評価項目ツリーは、上部に表示全体をコントロールする２つのコントロールバーがあ

り、その下にツリーの表示エリアがあります。 

ツリーの各項目の前には四角のマークがあり、クリックすることで、その項目の傘下の

項目を表示するかどうかをコントロールできます。 

８．１ 評価項目ツリーの概要 

評価項目ツリーは評価項目体系をツリー構造で表現したものです。ツリー構造ですの

で、任意のレベルで開けたり閉めたりすることができます。また、部分のみを表示する

こともできます。実際に評価入力・参照を行っていく際、左側ベインをスクロールしな

くて済むようツリーを畳み込み、必要なところのみ開いて作業をするのが便利です。 

ここでは、インフラ項目ツリーの操作の仕方をご説明しますが、建物評価項目ツリーの

場合も操作方法は同じです。 

展開バー 

項目ツリー全体の展開

段数をコントロールし

ます。 

トップの移動バー 

項目ツリートップに表

示する項目をコント

ロールします。 

ツリートップ項目 

「－の四角」  

クリックすることによ

り傘下の表示を閉じま

す。 

ツリー表示 

項目をクリックして選

択することにより、右

側ベインにその内容を

表示します。 

「黒の四角」  

末端項目であることを

示します。 

「＋の四角」  

クリックすることによ

り傘下を展開表示しま

す。 

スクロールバー 
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８．２ 評価項目ツリー 展開バー操作 

評価項目ツリーの上部にある展開バーは、表示全体を、何段目まで展開するかをコント

ロールするボタン類が並んでいます。数字の各ボタンは以下のように動作します。 

８．２ 評価項目ツリー 展開バー操作 

［１］ボタン 

項目ツリー全体を 

トップ項目を０段とし

て１段目まで展開しま

す。 

［２］ボタン 

項目ツリー全体を 

トップ項目を０段とし

て２段目まで展開しま

す。 

［３］ボタン 

項目ツリー全体を 

トップ項目を０段とし

て３段目まで展開しま

す。 
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評価項目ツリーの上部にある展開バーは、表示全体を、何段目まで展開するかをコント

ロールするボタン類が並んでいます。［開］ボタン、［閉］ボタンは以下のように動作

します。 

８．２ 評価項目ツリー 展開バー操作 

［開］ボタン 

項目ツリー全体を 

末端まで全展開しま

す。 

［閉］ボタン 

項目ツリー全体を 

全閉します。つまり

トップ項目のみの表示

とします。 
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評価項目ツリーの上部にある展開バーは、表示全体を、何段目まで展開するかをコント

ロールするボタン類が並んでいます。［↓］ボタン、［↑］ボタンは以下のように動作

します。 

８．２ 評価項目ツリー 展開バー操作 

［↓］ボタン 

項目ツリー全体を 

１段下まで展開しま

す。 

［↑］ボタン 

項目ツリー全体を 

１段上まで閉じます。 
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評価項目ツリーの上部にあるトップの移動バーは、トップに表示する項目を変更するた

めのボタン類が並んでいます。［選択項目］ボタンは以下のように動作します。 

８．３ 評価項目ツリー トップの移動バー操作 

［選択項目］ボタン 

選択した項目をトップ項目にして項目ツリーを表示します。 

あらかじめ、トップに

表示したい項目をク

リックします。 

８．３ 評価項目ツリー トップの移動バー操作 

［選択項目］ボタンを押すと、

その項目をトップとした項目ツ

リーが表示されます。 
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評価項目ツリーの上部にあるトップの移動バーは、トップに表示する項目を変更するた

めのボタン類が並んでいます。［上の項目］ボタンは以下のように動作します。 

８．３ 評価項目ツリー トップの移動バー操作 

［上の項目］ボタン 

現在のトップ項目の一つ上位の項目をトップにして項目ツリーを表示します。 

下位の項目をトップと

して項目ツリーを表示

している状態で 

［上の項目］ボタンを押すと、

一つ上の項目をトップとした項

目ツリーが表示されます。 
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評価者権限以上で使用できるＦＭ評価システムの機能のうち、評価入力・参照機能をご説明

いたしました。標準で付属しているJFMES11の末端評価項目はインフラ160項目、建物172項

目、計332項目の多岐にわたりますが、評価対象に関する情報が収集されていれば、評価入

力そのものに要する時間は、インフラ・建物ともに１時間程度です。むしろ、評価対象の情

報の収集にこそ、時間と労力がかかるといえます。 

本マニュアルにより、評価入力・参照方法をご理解いただけたことと存じます。実際に評価

業務でご活用いただければ幸いでございます。 

なお、複数建物分析に関しては、評価者マニュアル 複数建物分析編 をご参照ください。 

 

 

ＦＭ評価システム開発チーム 一同 

９．結び 


